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あじみ！ 

児933ソ

ぼくにとって、弟は世界でいちばんうっとうしい存在だった。

弟が、ある日突然、病気になるまでは…。その日から、家族の生活

は一変。かわいい弟が死んでしまうかもしれないという恐怖、両親

にほったらかしにされ、傷つくお兄ちゃん。家族や先生、友人た

ちとの関わりの中で、少しずつわかってきたことは…。感動作。 
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